
 

 

特定非営利活動法人 福祉機構やまなし 

令和４年度 事 業 報 告 

（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 

 

 オミクロン株等の新型コロナウイルスによる感染症蔓延状況が長引き、前年度と同様にその防止

のため万全の対応策を図り、不安や緊張感の中、利用者の安全・安心を確保することができました。 

  当法人が運営する障害福祉サ－ビス事業所「リッツ・カンパニ－」（就労支援継続Ｂ型） の今

年度 1 日当たりの平均利用者数は、令和２年度の１６名と同様の１６．３人となり、令和３年度の

１５．２人と比べ１名増となりました。 

 年度中に８名が新規利用し、６名が退所してます。退所の理由は、就労継続Ａ型事業所への移動、

病気及び障害の重度化です。また、新型コロナ感染症の影響は、一部ですが利用者の生活の場であ

るグル－プホ－ム内における他入居者の感染による当事業所への利用控えも少なからずあり、利用

人員数に影響したものと考えられます。 

 就労作業にとっても新型コロナによるマイナスの影響が昨年度同様に顕著です。年度の後半には

賃加工作業の注文量も増えてきましたが、低い労賃の賃加工主体の作業内容から自主生産作業へ移

行する必要性が垣間見られた一年でした。 

 ２５名の利用登録ですが、障害の重さから週に１～２日或いは月に２～３日利用の利用者が複数

いることも一日平均利用者数や一人平均工賃月額を大きく下げてしまう要因になっていますので、

利用日を増やす支援若しくは、生活介護事業への移動も視野にした支援が来年度以降必要と思われ

ます。 

 コロナ禍で社会や他者との繋がりが希薄になった利用者は、当所での働きの機会を通して、社会

との繋がりと作業の達成感及び生き甲斐を取り戻すための活動の場となり、当法人の運営理念であ

る「障害のある方が笑顔とともに心豊かに地域で暮らすこと」の実現にも繋がっています。 

 障害のある方が働く喜びと生き甲斐をもって、地域で笑顔とともに豊かな生活を送ることができ

るよう人権を尊重した質の高い福祉サ－ビスの提供とともに防災面で利用者が安全に安心して日中

の活動ができるよう地震想定及び洪水災害に備えた避難訓練を実施しました。 

  法人の活動内容については、積極的な広報活動を行い、見学等の受け入れにも繋がりました。こ

のことにより、障害者が地域において一般市民の一員として笑顔で心豊かに働いている環境を理解

していただき、地域福祉社会の充実に小さな一歩でありますが、本年も貢献できたと思われます。 

 

１ 事業の実施状況 

 （１）第２種社会福祉事業 

       ① 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サ－     

ビス事業  

      ・就労継続支援Ｂ型事業【リッツ・カンパニ－】 定員：２０名 

       事業所番号：1910101847   適用年月日：令和 10 年 5 月 31 日まで 

② 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく一般相談支援 

事業 

    ③ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援     

事業 

    ④ 障害者及び高齢者の自立支援に関する事業 

⑤ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

（２）重点事項／取り組み状況 

       ① サ－ビスの充実と質の向上 

         ⅰ 法人理念の実現をめざし、利用者のプライバシ－及び権利を尊重したサ－ビスの提      

供 



 

 

         ⅱ 苦情解決体制、虐待防止のための体制整備 

ⅲ 安全で安心できるサ－ビスが提供できるよう必要な研修を行う等、職員資質の向上 

       ② 地域・利用者家族・関係機関、団体等との連携 

            関係団体とのネットワ－クづくりと家族との連携  

       ③ 法令遵守の徹底 

             法令を正しく理解し、適切な対応に努め、社会福祉事業を展開するＮＰＯ法人とし      

て信頼を得る 

    ④  リスクマネジメント活動の強化 

         ⅰ  事故防止のため、ヒヤリハット事例の収集、検討を常に行う 

         ⅱ  主に水害等の緊急時に備えた対応マニュアルの整備と周知を図り、利用者の安全確      

保に努める 

⑤  人材育成と職場環境の整備 

         ⅰ 職員の人材育成のための人事考課制度の導入と職員間での情報共有及びケ－ス検討      

会を実施 

         ⅱ 明るく活気のある職場づくりと職員間の意志疎通や相互理解を促し、処遇改善への      

取り組み 

 

２ 会議の開催状況 

（１）総会 

     ① 定期総会 

      ⅰ 総会の決議があったものとみなされた日 

          令和４年６月１５日  

      ⅱ 議題 

       ・ 令和３年度法人・施設事業報告並びに決算報告承認の件 

        ・ 令和４年度法人・施設事業計画並びに予算承認の件 

        ・ 法人諸規程の改正の件 

（２）理事会 

     ① 第１回理事会 

      ⅰ 開催日時及び場所 

         令和４年６月１０日 １１：００? １１：４０ 

リッツ・カンパニ－多目的室 

      ⅱ 議題 

       ・ 令和３年度法人・施設事業報告並びに決算報告承認の件 

        ・ 令和４年度法人・施設事業計画並びに予算承認の件 

        ・ 法人諸規程の改正の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

就労継続支援Ｂ型事業所 リッツ・カンパニ－ 

令和４年度 事 業 報 告 

（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで） 

 

 働く意欲がありながら障害等により一般就労の困難な方が、働く喜びと生き甲斐をもって、笑顔

とともに心豊かな生活を地域で送れることを目的とした就労支援Ｂ型事業所「リッツ・カンパニ－」

の今年度の１日平均利用者は、１６．３人でした。昨年と比べ１名増に留まりましたが、１２月から

１月は１８人を越えていました。毎日利用されていた２人が退所、一人はＡ型事業所への移行、そ

して、片麻痺障害のもう一人は、家での転倒により骨折し退所となりました。 

 今年度になっても続く新型コロナの感染状況は、就労作業へのマイナスの要因で、工賃アップに

繋げられない原因の一つとも考えられます。そして、２５名の利用登録ですが、重度の内部障害や

精神障害により、週に１日或いは月に２～３日の利用者が４名いることも平均工賃を下げる大きな

要因にもなっています。 

 しかし、このような方々は、当所での働きの機会を通して、社会との繋がりや作業の達成感及び

生き甲斐を感じ、ストレスの軽減が図られています。このことは、当事業所を運営する特定非営利

活動法人福祉機構やまなしの運営理念である「障害のある方が笑顔とともに心豊かに暮らすこと」

の実現にも繋がっていると思います。 

 支援面においては、ご本人やご家族の意向をしっかり聴き取り、ニ－ズに基づいた長期・短期の

目標を設定し、日々の活動の中で常に利用者個々の意志や人格を尊重して、利用者ご本人が積極的、

意欲的に取り組むことができるよう質の高い支援の充実に努めました。 

 個別の悩みや相談事について、職員は常にご本人の気持ちに寄り添い、自分のことのように感じ

られるようにする「共感」と個人の尊厳を大切にする視点での「傾聴」の実践に努め、個人の成長や

生き甲斐等、心の安定をめざしました。 

 今年度も昨年度に引き続いてコロナ感染予防のため、トイレ、建物内の手摺り、食堂テ－ブルや

イス、ドアノブの定時除菌と送迎車両使用後の除菌を徹底して実施し、利用者の健康維持に繋がり

ました。 

 就労作業面ではコロナの影響によって、昨年度に続き天然石を使用したブレスレットやキ－ホル

ダ－等の自主生産品販売イベントの中止、受託作業の数量減等により収入面で厳しい状況でした。

このため、令和２年度の一人平均工賃月額９．５６２円、平均時給額１２１円に対し、今年度は、平

均工賃月額７．６１７円、時給額は１０２円という結果でした。  

 このような状況下、昨年度に試行したミシン作業による新たな自主生産品として、小学校入学児

童の布製袋物の制作を８月以降本格的に行い、地元保育園への販売案内やネット通販サイトのＢＡ

ＳＥ内にリッツ・カンパニ－ショップを設けるなどして、販売促進に努めました。結果として実績

は思うようになりませんでしたが、来期はＳＮＳを使用して簡単にユ－ザ－が情報をキャッチでき

るように工夫すると共に一般の方が使用する袋物の新商品や天然石使用の商品を企画して生産販売

に繋げられるよう課題の解決に努めます。 

 防災面では、利用者が安全に安心して日中の活動ができるよう地震想定及び洪水災害に備えた避

難訓練等を実施しました。また、その結果についても管轄の甲府市に書面報告しています。 

 

１ 事業目的と運営 

 

   障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サ－ビ    

ス事業の就労継続支援Ｂ型事業所として、利用者個々の意向に添って作成した目的を実現        

するため、提供する福祉サ－ビスの質が高められるよう努力しました。 

 

 



 

 

２ 事業所の所在地 

         〒400-0047   甲府市徳行５丁目１０－４０  

 

３ 職員体制（令和４年３月３１日現在） 

  （１） 施設長         常勤  １名（兼務：サ－ビス管理責任者） 

  （２） 生活支援員        常勤  １名（介護福祉士） 

  （３） 職業指導員        常勤  ２名（うち１名は作業療法士） 

  （４） 調理員兼職業指導員    非常勤  １名 

 （５） 業務員                非常勤   １名 

     計                  ６名 

 

４ 職員勤務体制 

 （１） 年間勤務日数     ２５０日 

  （２） 始業・終業時間     ８時３０分～１７時００分 

  （３） 週労働時間        ３７時間３０分 

 

５ 運営の実績 

  （１） 利用者定員      ２０名 

 

  （２） サ－ビス提供時間                                    

時  間 内    容  

 

 

 

  

      ８：３０  事業所車両による送迎支援 

        ９：３０  活動開始（就労支援） 

       １２：００  昼食／休憩 

       １３：００  活動開始（就労支援） 

       １５：３０  活動終了 事業所車両による送迎支援 

 

 （３） 障害状況（Ｒ５．３．３１現在）                          

主たる障害等 身 体 発達 精 神 内 部 計 
  

人 数 ８ ４ １１ ２  ２５ 

 

 （４） 年齢別  （Ｒ５．３．３１現在）                          

年齢（歳） 男 女 計  

 

 

 

 

 

 

 

  

  ～１９ ０ ０ ０ 

２０～２９ ０ １ １ 

３０～３９ １ ３ ４ 

４０～４９ ３ ２ ５ 

５０～５９ ４ ５ ９ 

６０～６９ ６ ０ ６ 

７０～７９ ０ ０ ０ 

合    計 １４ １１ ２５ 

平 均 年 齢 （歳） ５４．7 ４４．4 ５０．88 

                                         

（５） 月別利用開始・解除者数 （人） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

開始 １ ０ ２ １ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ８ 

終了 ０ １ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ７ 

 



 

 

（６） 利用状況  詳細：（別紙１） 

月 開所日数(ａ) 登録利用者 延利用者数(ｂ) １日平均利用者数 (ｂ)÷(ａ) 実利用率（ｂ）÷｛（ａ)×定員数) 

４ ２１日 ２４人 ３０５人 １４．５人 ７２．６％ 
５ １９日 ２３人 ２８７人 １５．１人 ７５．５％ 
６ ２２日 ２５人 ３２６人 １４．８人 ７４．１％ 
７ ２１日 ２５人 ３５０人 １６．７人 ８３．３％ 
８ ２０日 ２４人 ３２２人 １６．１人 ８０．５％ 
９ ２１日 ２４人 ３４４人 １６．４人 ８１．９％ 

１０ ２１日 ２４人 ３４１人 １６．３人 ８１．２％ 
１１ ２１日 ２６人 ３４４人 １６．４人 ８１．９％ 
１２ ２１日 ２８人 ３９６人 １８．９人 ９４．３％ 
１ ２０日 ２８人 ３５９人 １８．０人 ８９．８％ 
２ ２０日 ２５人 ３４３人 １７．２人 ８５．８％ 
３ ２３日 ２５人 ３６７人 １６．０人 ７９．８％ 

合計 ２５０日 － ４０８４人 １６．３人 ８１．７％ 

 

６ 利用者支援 

 （１） 就労事業 

       ①  工賃向上の取り組み 

             作業意欲の向上と生産効率を高めるための作業指導に努める。片麻痺の方の作業に            

ついては、作業療法士が片手でも作業可能な作業補助器具を作成し、作業域の拡大に      

繋がる支援を行う。作業内容については、ロッカ－鍵のシリンダ－の組み立ては、正      

確性も備わって安定した作業となっていますが、コロナによる販売減が影響し、注文      

量も減少。 

 受託作業は、コロナ禍の影響で作業量が昨年度と同様に通年より大幅に減少する。 

 昨年度に試行し、今年度８月から本格的生産に入ったミシン作業でのオリジナル製品

の企画・製作及び販売先の確保策については、ネット通販サイトに売り場を設ける。ま

た、近隣の保育園にも商品パンフレットを作製し案内するが、満足のいく販売実績とは

なっていません。 

来年度には販売強化のため、ＳＮＳを顧客が身近に感じる情報として利用できるよに販

促サイトのクオリティを高めて売上げ増を図る。 

 ② 作業内容の充実と作業量の安定 

 工賃額向上及び安定した作業量確保の点から、自主製品の製作・販売に重点を置かな

ければならないことは昨年度同様に必須です。ミシン作業の基本と布帛製品特性や制作

工程手順及び技術の習得が来年度に繋がるよう更なる技術の向上に努めます。 

       受託作業については、低い作業単価をカバ－すべく、生産性の向上を目指した作業      

用自助具制作を常に意識して就労支援に取り組むことが必要と思われます。  

       今年度、公表した一人当たりの月平均工賃支給目標額の１０．０００円は、全てでは      

ないがコロナ禍が大きくの影響し、達成できませんでした。同時に、平均賃金を下げ      

ている要因の一つでもある利用者の出勤率の低さも改善課題です。  

   ③ 令和４年度就労事業収支状況について 

            別掲 （別紙２） 

      ④ 工賃支給実績（但し、県への工賃実績報告対象者人員数）  詳細：（別紙３）        

 

 

 

 

 

対象者就労総時間数（Ａ）         １９．１６５ 時間 

一人あたりの勤務すべき年間時間数（Ｂ）          １．２５０ 時間 

上記時間数から換算した年間平均利用者数（Ｃ） ＝（Ａ）÷（Ｂ）             １５．３ 人 

工賃支払総額（Ｄ）       １．９４９．９１０ 円 

平均工賃時間額（Ｅ）   =（Ｄ）÷（Ａ）                  １０２ 円 



 

 

 

   

平均工賃月額     = （Ｄ）÷（Ｃ）÷１２月           １０．６２０ 円 

公表平均工賃月額   = （Ｄ）÷対象者総月数（２５６月）          ７．６１６ 円 

   ⑤ 作業内容 

作業種目 内      容 

  自主生産品 

 （上記販売委託先等

） 

 ・天然石ブレスレット・羽織紐、キ－ホルダ－等の制作・販売 

  （北杜市白州町の温泉施設「べるが」内販売コ－ナ－） 

 ・小学生入学用布製バックの企画・制作・販売 

  

 

 受託作業 

 ・ピアス仕分け作業 

 ・箱折組立て、紙製品の袋入れ作業等 

 ・ロッカ－等の鍵シリンダ－組み立て作業                       

 ・自動車金属部品のバリ取り／検品作業 

 ・交通標識関係部品の一部組み立て作業 

 ・食品包装袋のラベル貼り作業 

 

 （２） 生活支援 

 必要に応じて利用者個人との相談時間を設け、素直に自分の考えや意見を出しやすい 

話し合いの場として、悩みや進路、家族のこと等について傾聴。本人の思いをしっかり受

け止め、職員との良好な信頼関係を築き、本人の想いに沿った支援に心掛けました。併せ

て、この面談を通して、利用者同士の障害等の理解や協調性による円滑な人間関係の保持

に努めました。 

 室内の空気を常に入れ換えた環境を基本に、今年度もコロナ感染予防の仕切板の設 

置と食事時の会話禁止の継続、トイレ使用後や食事前における手指除菌及び送迎後の車両

消毒の徹底を図る等、利用者の健康維持に注力した結果、家庭内感染者の一名だけでした。      

  （３） 健康管理／保健衛生 

           毎朝、職員の利用者への聴き取り、検温、除菌消毒等によって健康状態をチェックす     

る。また、年に一回の健診希望者には、協力医療機関を紹介し実施する。健診結果に基     

づき、日中活動上において必要な支援を心掛ける。衛生管理については、衛生用品のペ     

－パ－タオル、アルコ－ル手指障毒、殺菌成分配合液体石けん（ハンドソ－プ）の設置     

及び当該残量の確認。トイレの清潔保持、感染予防のための清掃を次亜塩素酸消毒によ     

り活動時間帯の間３回実施しました。 

     新型コロナ感染予防については、通常の感染症の予防処置に加え、更なる時間を掛けた     

手指の消毒、咳エチケット、作業及び食事時には他者との席の間隔を空ける、作業室と     

多目的ル－ム内のテ－ブルに仕切版の設置、送迎車の換気と建物内にサ－キュレ－タ－     

と空気清浄機をしようして、室内の換気に努めました。 

 

 （４） 主な行事等 

実施月 内   容 場   所 

   １０  総合防災訓練 １１日 リッツ 

   ３ 

    

 職員健診６日～  山梨病院  

 洪水想定避難訓練２８日  リッツ→富竹中学校 

 

７ 会議 

 

 職員会議 年１２回（毎月１回） 

 工賃業績評価会議 随時 

 個別支援計画策定会議 随時 



 

 

 防災会議 年２回 （１０月．３月） 

 ケ－ス会議 年１２回（毎月） 

 虐待防止委員会 ９／２１ 

 

８ 実習の受け入れ 

 

                  支援学校生 

 わかば支援学校２年生（男）  ９／２６～９／３０ 

 

９ 安全管理、防災対策 

     

  消防設備点検を定期的に行い火災の予防に努めた。火災発生時並びに洪水時においては、利用 

者の生命・身体の安全を確保できるよう各種マニュアルを整備し、マニュアルに沿った消防訓練 

 や洪水時避難訓練を実施した。 

 電気関係、戸締まり点検  最終勤務職員 勤務終了時 

 消防設備及び避難路点検  防災担当職員 毎月４回 

 訓練の実施  総合防災訓練１１／２ 洪水対応避難訓練３／２９ 

 消防設備法定点検  委託専門業者（落合防災） 年２回 

 安全管理委員会  ひやり・ハット事例に基づき  １２／２１ 

 

 

１０ 職員研修 

 

実施月 内   容 参加者 場   所 

  １１  所内研修会（してはいけない支援）  ２６日  支援員全員  リッツ 

   ２  所内研修会（人権について）  １８日   支援員全員  リッツ 

  

１１ 苦情解決体制 

 

    （１） 苦情解決責任者           施 設 長    藤井 稔 

           苦情受付け担当者         生活支援員       小俣麻美 

    （２） 第三者委員                法人監事         三枝明仁 

                                     法人監事         新津英男 

    （３） 苦情件数                   ０件 

 

１２ その他 

 

（１） 送迎用中古車両購入：日産セレナ（定員６名、車イス１台リフト付き車両）９月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


